
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和3年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

最終評価 学校関係者評価

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・問題解決型または探求型の学習過程
の在り方を全職員で共通理解し、ノート
指導や学習のきまりの指導の徹底を図
る。

A
・ノート指導や学習の流れについて昨年度か
ら継続した指導をすることができた。校内研で
３つの専門部を設けることで目標等を意識し
て取り組むことができた。

A
・授業の様子等、落ち着いて学習に取り組んでい
る。
・学習状況調査の結果も県平均を上回っており、
成果が上がっている。

研究主任

○校内研究教科、算数科の「ともだちタ
イム」を核とした授業づくり

○算数科「ともだちタイム」の在り方を全
職員で共通理解し１００パーセントの実
践を行う。

・算数科「ともだちタイム」での低・中・高
での目指す子ども像やそのための手立
てを明確にし、授業研究会で、指導力向
上に努める。

A

・算数科での「ともだちタイム」は、コロナ感染
予防対策をした上で実施することができた。
指導力向上のために行った授業研究会で「と
もだちタイム」について共通理解でき、学力向
上につながった。

A

・児童が進んで授業に参加し、発言する姿がたく
さん見られる。発言の内容もしっかりしており、友
達との交流がしっかりできている。先生たちが授
業の工夫をされており関心した。

研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○児童理解を深める取り組み（教育相
談週間の設定と100％の実施）
○ふれあい道徳として、道徳の授業を全
学級で公開する。

・教育相談週間を設定し、児童一人一人
の状況を把握し、「心の居場所づくり」と
「絆づくり」に努める。
・フリー参観デーで道徳授業を公開し、
家庭・地域と心の教育の連携を強める。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修
の実施

B

・６月と11月に、Q-Uテストの実施と教育相談
を行った。児童一人一人の状況把握ができ
た。
・家庭や地域に向けて、道徳授業の公開がで
きず、心の教育における連携が不十分だっ
た。
・道徳科の授業づくりに関する研修が、実践
的な内容で授業の充実につながった。

B

・時間を設定し、一人ひとりの児童から相談を受
ける教育相談習慣の取り組みは、今後も継続し
てほしい。集団の中では話せない児童も、個別に
聞いてあげることで安心して相談できると思われ
る。

道徳主任
教育相談

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめの早期発見と迅速かつ的確な
対策組織の構築・推進、対策後の職員
間の共通理解を必ず行う。

・アンケート等で問題事案を覚知した場
合は、早急にチームで対応する。正確に
事実確認をし、話し合いの場を設け、早
期解決を図る。 A

・毎月の「心のアンケート」と学校生活アン
ケート（２回）が効果的であった。把握後は、事
案に対して担任を中心に迅速な対応を行い、
いじめの早期的な解決、状況の悪化の防止
につなげることができた。

A

・毎月、心のアンケートを実施し、いじめの早期発
見・早期対応を心掛けておられることがありがた
い。重篤ないじめが起きていないのは、日頃の取
り組みの成果だと思われる。今後は、児童が安
心して本音を書ける環境を工夫してはどうか。

教育相談

○特別支援教育の推進 ○特学担任が中心となるチームの支援
体制を整え、月一回の支援の実態把握
を行う。

・児童一人ひとりのニーズに応じた集団
での学びと個別の学びの充実を図り、社
会的自立に向けた指導・支援を行う。 A

・通常学級在籍の個別の支援を要する児童を
含め、対象となる児童の成長や変化に応じ
て、常に支援体制を柔軟に変化させながら対
応することで、効果的な支援につなげることが
できた。

A

・様々な実態の児童に、適切な指導を行うこと
は、大変難しいと思われるが、一人ひとりの児童
が安心して学ぶ環境を整えらえれるよう、組織的
な取り組みを進めていただきたい。

特別支援コーディネー
ター

●健康・体つくり

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童７０％
以上
②小中連携で作成した家庭生活チェック
ノートの全児童の実施と定着率80％
❸「健康に食事は大切である」と考える
児童８０％以上
❹児童の交通事故を０（ゼロ）にする

・スポーツチャレンジ、校内スポーツイベント
への取り組みによって、日常的に体を動か
す機会を増やし、意欲向上のきっかけにす
る。また、体育の授業において、基礎体力
の向上につながる運動を取り入れる。
・担任と栄養教諭が連携し、計画的に食育
指導を行う。また、授業参観時に食育の授
業を行うことで、家庭へ食育へとつなげる。
・担任、安全指導、生徒指導主任との連絡
を密にし、問題事案についてチームで対応
し、事後指導の徹底を図る。

B

・授業で扱った内容を休み時間でも外で取り
組んでいる姿が見られた。イベント企画や授
業で楽しいと感じる児童が増えると自然と体を
動かすきっかけにつながるので、継続して取
り組んでいく。

・児童の交通事故を受けて、校内で再発防止
策などについて検討し、事故防止に向けた全
校での指導や学級指導の充実を図った。ま
た、PTAや地域自治体とも協議し、登下校時
の見守り活動の強化を図ることができた。

B

・町の中で元気に遊ぶ児童の姿をよく見かける。
子どもたちが元気に安心して遊べる地域の環境
を整えていきたい。
・児童が楽しく生活できていることが良い。できな
いことやマイナス面を指導することも大切だが、
児童の良さを認め伸ばすことも大切である。
・校区内で児童の交通事故が起こったことは残念
である。町としても、児童の安全を守るために行
政とも連携して、取り組みを進めていきたい。

体育主任
栄養教諭
生徒指導主任

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・個別に勤務時間を集計・提示すること
で現況の時間外勤務の45時間を全員が
遵守するように努める。
・行事や教育活動、各種会議、研修や出
張等の精選や見直しを進める。

A

・早朝と夕方の電話対応時間帯を短縮したことで職員
の負担軽減、学級事務等の時間確保につながってい
る。
・学校評価アンケート、毎月の心のアンケート等を質問
紙による回答から、WEB回答方式に変更したことで、
印刷、集計に係る時間を削減し、負担軽減になった。
保護者からも高評価をいただいている。

A

・時間外の保護者への電話対応について制限を
設けたことは、素晴らしい取り組みであり、早期
に実現してほしかったことである。
・先生方が勤務時間内に業務を終えることができ
るような職場環境を整えていってほしい。

教頭

○教職員の働き方についての職員研修 ○働き方について、民間に学ぶ研修等
を行っていく。
○金曜日の定時退勤するための取り組
みを行う。

・長期休業中等に「働き方」について考
える研修を行う。
・業務を見直し、重要度にあわせて取組
の優先順位をつけたり、業務終了時刻
を設定したりして、定時退勤を促進す
る。

A

・年度後半にかけて時間外勤務の時数は減
少傾向にあり、前年度と比較しても減少してい
る。
・次年度も職場全体で業務改善に取り組み、
具体的な取り組みを提案し、共通理解を図
り、実践することで働き方改革を進めていく。

B

・様々な職場で業務改善、働き方改革の取り組
みが進められており、先進的な取り組みを参考に
して取り入れてはどうか。
・学校評価アンケートや心のアンケートをWEB回
答方式にしたことは評価できる取り組みだ。今
後、ICTを活用した取り組みを推進してほしい。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

最終評価 学校関係者評価

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

◎地域連携を効率的・効果的に推進し、
地域の良さを知り、進んで地域に関わろ
うとする気持ちを育む教育活動の推進

○地域と関わる行事等について、年度
当初に精選し、各学年主任を中心に地
域の人材等の活用を効果的にできるよ
うに連絡･相談体制を確立し、実践す
る。
○地域の良さを知り、その良さを実感す
る児童を80％以上にする。

・各教科並びに総合学習において、地域
の人･物･事と密接に関連のある単元を
１学期当初には明らかにし、地域の関係
者と学年の担当者との連絡体制を整え
る。
・公民館や地域団体と連携し、児童が地
域行事等に進んで参画しやすい環境を
整える。

B

・コロナ禍にあり、予定していた学校・地域を
含めた交流活動を実施することが難しかっ
た。
・来年度は、ぜひ人・物・事の地域と密接に関
連のある単元を積極的に行える環境が整うこ
とを願っている。
・コロナ禍にあっても実践できる交流の在り方
を検討していく必要がある。

B

・地域としても子どもたちが進んで参加できる行
事を実施してあげたいが、コロナ禍の中では、健
康と命を守ることもまた大切なことである。
・神野は、学校と町の一体感があり、コロナ感染
の状況が改善されたら、学校と公民館、地域が
連携して取り組みを推進していきたい。

教頭
主幹教諭

○危機管理体制の強化

○未然防止対策を基点とした報告・連
絡・相談体制の確立と組織対応力の向
上

○生徒指導部と教育相談部、養護教諭
との連携を強化し、いじめをはじめとす
る報告･連絡･相談体制のさらなる強化
を図る。

・同学年の連絡と安全指導・生徒指導主
任・教育相談部と学年担当との連絡を
密にし、問題事案についてチームで確実
に対応し、効果的な指導を行う。

A

・管理職・生徒指導担当・学年主任等が連携
を図り、課題解決を図ることができた。
・次年度は、組織的な対応を強化するため
に、校内組織の見直しに取り組み改善を図っ
ていきたい。

A

・子供たちが安全・安心に生活できる環境を地域
と学校が連携して作り出すことが大切である。防
災対策や危機管理に適切に取り組んでいただい
ている。

教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナウイルス感染防止に家庭と連携を図り取り組んできたことで、学年・学級閉鎖等をすることなく学校を運営することができた。しかし、学校行事等の実施にあたっては、中止や延期等の対応が必要な活動もあった。次年度は、コロナ感染防止に配慮しながらもICTを活用したり取り組み
方法を工夫したりする等の方策を取り、実践できる教育活動の幅を広げていきたい。また、地域連携を推進し、開かれた学校づくりに取り組み、心豊かな、地域を愛する児童を育てていきたい。
・校内研究教科「算数科」を中心に授業改善、学力向上に努め、全国学習状況調査や県学習状況調査では、県平均を大きく上回る結果が得られた。児童の問題行動等の事案は少なく、児童は落ち着いて生活できている。しかし、不登校傾向の児童が増加傾向にあり、次年度は組織的な対
応ができる教育相談体制の整備と共に、他の関係機関との連携を深め改善を図っていきたい。今年度は、通学路で児童の交通事故が発生した。事故防止に向けて、児童への安全指導を強化し、地域とも連携して児童の安全を守るための対策を進めていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究教科「算数科」を中心に授業改善に努め、県学習状況調査や児童の実態調査からも学力が着実に向上している。問題事案も少なく、落ち着いた生活を過ごせている。しかし、昨年度は教育相談的な問題を抱え、不登校傾向や授業中トラブルが起きてしまう

ケースも増えてきており、教育相談週間等を活用し、児童理解を深め、組織としてしっかり対応することを考えている。また、昨年度はコロナ禍の影響で地域の力を十分に活用しできなかった。今年度は、地域を活用した新しい取り組みを始め、心豊かな、地域を愛

する児童を育てることも進めていきたい。

２　学校教育目標

夢をもち　心豊かに　たくましく生きる　神野っ子の育成

３　本年度の重点目標

①魅力ある学級運営、協働体制に基づく学級経営力の向上➁学力向上の取り組み➂特別支援教育の充実④教育相談の充実➄人権・同和教育の推進➅神野地域との連携推進➆幼保小連携・小中連携、家庭教育の活性化➇食育・健康教育の充実➈学校における働き方改革

学校名 佐賀市立神野小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者


